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新潟市佐潟におけるシロハラクイナの繁殖初記録
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はじめに

シロハラクイナAmazmomﾉi9pﾉｳCe"伽、sは熱帯アジア産のクイナ科鳥類の一種で,インドネシア，

インド,アンダマン諸島,ニコバル諸島，中国南部,台湾,スンダ列島,セレベス島,フィリピンなどに

広く分布･繁殖し，日本ではおもに南西諸島(トカラ列島,奄美諸島,沖縄本島,西表島,宮古島な

ど)に生息している(OSJ2000)．南西諸島では留鳥として周年みられるが,他の地域にもしばしば

出現し,九州をはじめ本州(宮城県,新潟県,大阪府)，四国,対馬,紬倉島などで観察されている

(津田1983,Brazill991,OSJ2000)．1975年,沖縄県名護市において本種の繁殖がはじめて確認

されて以来,繁殖や生息の記録は南西諸島一帯に広がり,さらに九州からも繁殖例が報告されるよ

うになった.1982年には鹿児島県(田中1983)，1987年には熊本県(高木1987)で繁殖が確認され

ている.繁殖期における成鳥の観察例は,高知県(津田1983)や山口県(広島ホームテレビ2004）

からも寄せられ,静岡県では繁殖を示唆する観察結果が得られている(静岡県環境森林部地球環

境室2003)．国内の目撃‘情報はその後も広がり,北海道におよんでいる(Brazill991)．

新潟県では,1976年４月27日魚沼市六日町で成烏１羽がはじめて観察･撮影されたほか,１９８５

年１１月25日に長岡市で,また2000年５月３日に佐渡島北端の弾崎でそれぞれ成鳥１羽が目撃さ

れ(日本野鳥の会新潟県支部1997，日本野鳥の会佐渡支部鳥類目録編集委員会2004)，さらに

2000年１１月５日には新潟市佐潟(上潟)で当歳とみられる若鳥１羽が観察されている(千葉未公表

資料,複数による観察)．このような状況の中,私達は2004年の夏,佐潟(下潟)において本種の繁

殖を初確認し,証拠写真を添えて観察記録の一部を速報した(佐藤2004)．今回の繁殖例は本州

(少なくとも本州中部以北)でははじめてと思われ,本種の繁殖地拡大ないし北上を示す可能‘性が

高く,その後の観察資料を加えてここに報告する.この‘情報が本種の繁殖生態解明や保護に役立

つことを願っている．

調査地および調査方法

調査地の佐潟は新潟市南西部の一画(37.49,Ｎ,138.52,Ｅ,標高５ｍ)に在り，沿岸砂丘列の間

に形成された総面積43.6ha,平均水深約１ｍの細長い船形の砂丘湖である(図ｌ)．湖は細い流れ
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